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を堆積させている。それぞれの火山噴出物はＳ 1～Ｓ 15 という標準層序に整理され、金井遺跡
群では火山灰（Ｓ 1、Ｓ 2）、火砕流（Ｓ 3、Ｓ 7）の四層が遺跡形成に多大な影響を及ぼしている。
　今回主に調査したものは、囲い状遺構を区画していた網代垣である。網代垣は、上述したよう






































・（公）群馬県埋蔵文化財調査事業団「甲を着た古墳人だより　特集号　金井下新田遺跡」（2016 年 5 月
14 日、http://www.gunmaibun.org/excavation_info/kanaiura/gaiyou/0519-5.pdf）
・（公）群馬県埋蔵文化財調査事業団「甲を着た古墳人だより　Vol.13」（2016 年 11 月 18 日、http://
www.gunmaibun.org/excavation_info/kanaiura/kofunzin/kofunzin013.pdf）
・（公）群馬県埋蔵文化財調査事業団「甲を着た古墳人だより　Vol.14」（2016 年 12 月 25 日、http://
www.gunmaibun.org/excavation_info/kanaiura/kofunzin/kofunzin014.pdf）
・（公）群馬県埋蔵文化財調査事業団「甲を着た古墳人だより　Vol.16」（2017 年 3 月 23 日、http://
www.gunmaibun.org/excavation_info/kanaiura/kofunzin/kofunzin016.pdf）
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